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１．はじめに

  本報告書は，平成 28 年 11 月 16 日付け原子力規制委員会指示文書「北陸電

力株式会社志賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に雨水が流入した事象に

係る対応について（指示）」（原規規発第 1611162 号）（以下「指示文書」とい

う。）に基づき，島根原子力発電所における建物貫通部から建物内部へ水の浸

入を防ぐ措置の現況について報告するものである。 

２．指示文書に基づく調査事項

発電用原子炉施設のうち，発電用軽水型原子炉施設に関する安全設計審査

指針に定める重要度の特に高い安全機能を有する構築物，系統及び機器並び

に当該安全機能を果たすために直接又は間接に必要とする構築物，系統及び

機器を内包する建屋についての貫通部から建屋内部への水の浸入を防ぐ措置

の現況を調査する。

（１）地表面上の貫通部 

①調査対象建屋において，現状，外部溢水に対する当該建屋内への水の浸入防

止措置は，地表面上高さ何ｃｍまで措置がなされているか。（建屋の場所に

よって地表面上の高さが変化する場合には，建屋の場所毎に回答を求める。） 

②「①」で示した地表面上の高さを決定した根拠（建屋の場所によって地表面

上の高さが変化する場合には，建屋の場所毎に回答を求める。） 

③地表面から「①」で示した地表面上高さまでに存在する建屋の各貫通部の状

況（貫通させている設備，貫通部がある建屋内部側の部屋に設置されている

安全機能を有する機器・系統）と各貫通部からの溢水浸入に対する防護措置

の内容（水密化の有無，貫通部の水密化以外の安全機能を有する機器・系統

を被水・浸水から防護する措置）。 

④「③」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部については，当該

貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全機能を有する機器・

系統。 

具体的には，今回の調査では以下のいずれかの要件に該当する機器・系統 

・「③」において，水の浸入を防ぐ措置をしていないと回答した調査対象建

屋貫通部の当該建屋内開口部が存在する階の床面上に設置されている安

全機能を有する機器・系統。ただし，被水により機能喪失を防ぐ措置をし

ているものを除く。 

また，当該貫通部の当該建屋内開口部が存在する部屋の床面から内部溢 

水対策により区画分離されている床面に設置されている機器・系統も除く。 

（２）地表面以下の貫通部 

①調査対象の発電用原子炉施設又は再処理施設（以下「プラント」という。）

が，現在，洪水発生を想定した設計となっている場合には，外部溢水に対し
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てプラントの安全性を確保するための現行の防護措置を調査 

②調査対象のプラントが，現在，洪水発生を想定した設計となっていない場合，

以下の点について調査 

a. 調査対象建屋の地下部にある当該建屋外部から当該建屋内部への貫通部

の箇所 

b. 「a.」の各貫通部を通じて調査対象建屋内への水の浸入を防ぐ措置 

c. 「b.」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部については，

当該貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全機能を有す

る機器・系統 

具体的には，今回の調査では以下のいずれかの要件に該当する機器・

系統 

・「b.」において，水の浸入を防ぐ措置をしていないと回答した調査対象

建屋貫通部の当該建屋内開口部下の壁面に設置されている安全機能を

有する機器・系統。ただし，被水により機能喪失を防ぐ措置をしている

ものを除く。 

・「b.」において，水の浸入を防ぐ措置をしていないと回答した調査対象

建屋貫通部の当該建屋内開口部が存在する階の床面上に設置されてい

る安全機能を有する機器・系統。ただし，被水により機能喪失を防ぐ措

置をしているものを除く。また，当該貫通部の当該建屋内開口部が存在

する部屋の床面から内部溢水対策により区画分離されている床面に設

置されている機器・系統も除く。 

３．調査範囲

  調査対象プラントは，島根原子力発電所１，２，３号炉を対象として「２．

指示文書に基づく調査事項」について調査を行った。 

島根原子力発電所においては，原子炉設置変更許可申請書において「敷地

の地形及び表流水の状況から判断して，敷地が洪水による被害を受けること

は考えられない。」と評価しているため，建物内部への水の浸入を防ぐ措置が

十分なものとなっていることを確認する観点から，「２．（２）地表面以下の

貫通部」については，調査事項②（洪水発生を想定した設計となっていない

場合）に記載された項目について調査を行った。 

島根原子力発電所１，２，３号炉の調査対象範囲概要図を添付資料１に示

す。調査対象は，指示文書に基づき，発電用軽水型原子炉施設に関する安全

設計審査指針に定める重要度の特に高い安全機能を有する構築物，系統及び

機器並びに当該安全機能を果たすために直接又は間接に必要とする構築物，

系統及び機器を内包する建物及び隣接する建物を対象として調査を行った。

島根原子力発電所３号炉は運転開始前（燃料装荷前）のプラントで新燃料を

原子炉建物に保管しているため，原子炉建物の燃料取替床を対象として調査
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を行った。

【調査対象とした建物】

  ・島根原子力発電所１号炉

    原子炉建物（R/B），タービン建物（T/B），廃棄物処理建物（Rw/B）※

  ・島根原子力発電所２号炉

    原子炉建物（R/B），タービン建物（T/B），廃棄物処理建物（Rw/B） 

  ・島根原子力発電所３号炉 

    原子炉建物（燃料取替床） 

※ 特に高い安全機能を有する構築物，系統及び機器並びに当該安全機能を果たすために直接又は間

接に必要とする構築物，系統及び機器は内包してないが，隣接建物であるため調査対象とする。 

４．調査方法 

指示文書に基づく，島根原子力発電所における建物貫通部から建物内部へ

水の浸入を防ぐ措置の現況の調査を以下の通り実施した。水の浸入により安

全機能を有する機器・系統へ影響を及ぼす可能性のある貫通部等の抽出フロ

ーを添付資料２に示す。 

（１）地表面上の貫通部の調査 

①調査対象建物において，現状の水の浸入を防ぐ措置がなされている地表面上

の高さを調査する。 

②「①」で示した地表面上の高さを決定した根拠を図面等により調査する。 

③地表面から「①」で示した地表面上高さまでに存在する建物の各貫通部の状

況（貫通させている設備を含む）と各貫通部からの水の浸入を防ぐ措置の内

容を調査する（水密化の有無，貫通部の水密化以外の安全機能を有する機

器・系統を被水・浸水から防護する措置を含む）。 

抽出した貫通部に対する水の浸入を防ぐ措置の実施状況として，水密扉も

しくは水密性のある穴仕舞い（シリコン，モルタル，ラバーブーツ等（参考

資料））の施工の有無を調査する。また，貫通部に対する水の浸入を防ぐ措

置をしていない箇所については，当該箇所より外側で水の浸入を防ぐ措置の

実施状況を調査する。 

④「③」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部については，当該

貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全機能を有する機

器・系統を調査する。 

具体的には，今回の調査では以下のいずれかの要件に該当する機器・系統
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とする。 

・「③」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部の当該建物内開

口部が存在する階の床面上に設置されている安全機能を有する機器・系統。

ただし，被水により機能喪失を防ぐ措置をしているものを除く。 

また，当該貫通部の当該建物内開口部が存在する部屋の床面から内部溢水

対策により区画分離されている床面に設置されている機器・系統も除く。 

（２）地表面以下の貫通部の調査 

①調査対象建物の地下部にある当該建物外部から当該建物内部への貫通部

の箇所として，建物の地下部へ接続するダクト及び地下埋設の貫通部の有

無を調査する。 

 【確認した貫通部の表記方法（管理番号）】 

  Ｘ－Ｙ－Ｚ  Ｘ：号炉，Ｙ：ダクト番号，Ｚ：貫通部番号 

②「①」の各貫通部を通じて調査対象建物内への水の浸入を防ぐ措置の内容

を調査する。 

抽出した貫通部に対する水の浸入を防ぐ措置の実施状況として，水密扉

もしくは水密性のある穴仕舞い（シリコン，モルタル，ラバーブーツ等（参

考資料））の施工の有無を調査する。また，貫通部に対する水の浸入を防ぐ

措置をしていない箇所については，当該箇所より外側で水の浸入を防ぐ措

置の実施状況を調査する。 

③「②」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部については，当

該貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全機能を有する

機器・系統を調査する。 

具体的には，今回の調査では以下のいずれかの要件に該当する機器・

系統とする。 

・「②」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部の当該建物内

開口部下の壁面に設置されている安全機能を有する機器・系統。ただし，

被水により機能喪失を防ぐ措置をしているものを除く。 

・「②」において，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部の当該建物内

開口部が存在する階の床面上に設置されている安全機能を有する機器・ 

系統。ただし，被水により機能喪失を防ぐ措置をしているものを除く。

また，当該貫通部の当該建物内開口部が存在する部屋の床面から内部溢

水対策により区画分離されている床面に設置されている機器・系統も除

く。 
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５．調査結果 

５．１ 島根原子力発電所１号炉 

（１）地表面上の貫通部の調査結果 

 ａ．水の浸入防止を考慮している地表面からの高さ 

   発電所構内への降水については，構内排水路により集水し，排水できる

設計としており，更に建物内への水の浸入については，建物内床高さや出

入口等の開口高さを地表面より高い位置に設定することにより防止する設

計としている。 

調査対象建物である原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建物につ

いては，雨水の浸入防止高さとして３０ｃｍを設定している。調査対象建

物の地表面に対する建物内床高さ，または出入口等の開口部下端高さを添

付資料３に示す。 

 ｂ．地表面から水の浸入防止を考慮している高さの範囲にある貫通部の調査

結果 

調査対象建物である原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建物につ

いて，配管及びケーブル等の貫通部を調査した。 

調査の結果，地表面から水の浸入防止を考慮している高さの範囲に貫通

部は存在しなかった。 

（２）地表面以下の貫通部の調査結果 

   調査対象建物内へ外部から水が浸入する可能性のある箇所として，建物

の地下部へ接続するダクト等の有無を確認し，配管及びケーブル等の貫通

部を調査した。調査対象建物の地下部へ接続するダクトの配置図を添付資

料４に，抽出した貫通部，水の浸入を防ぐ措置及び水の浸入を防ぐ措置を

実施していない貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全

機能を有する機器・系統の有無をそれぞれ添付資料５の①，②及び③に示

す。 

なお，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部について，当該箇所より

外側で水の浸入を防ぐ措置を実施しているものについては，添付資料５の

別紙１にその状況を示す。 

   水の浸入を防ぐ措置をしておらず，調査対象建物内に水が浸入する可能

性がある貫通部の内訳を表１に示す。
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表１ 島根原子力発電所１号炉貫通部（地表面以下） 

 原子炉 

建物 

タービン

建物 

廃棄物 

処理建物 
計 

水が浸入する可能性の 

ある貫通部 
0/28 0/41 0/14 0/83 

安全機能を有する機器・系

統に影響を及ぼす可能性

のある貫通部 

0/28 0/41 0/14 0/83 

５．２ 島根原子力発電所２号炉 

（１）地表面上の貫通部の調査結果 

 ａ．水の浸入防止を考慮している地表面からの高さ 

   発電所構内への降水については，構内排水路により集水し，排水できる

設計としており，更に建物内への水の浸入については，建物内床高さや出

入口等の開口高さを地表面より高い位置に設定することにより防止する設

計としている。 

調査対象建物である原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建物につ

いては，雨水の浸入防止高さとして３０ｃｍを設定している。調査対象建

物の地表面に対する建物内床高さ，または出入口等の建物開口部下端高さ

を添付資料３に示す。 

 ｂ．地表面から水の浸入防止を考慮している高さの範囲にある貫通部の調査

結果 

調査対象建物である原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建物につ

いて，配管及びケーブル等の貫通部を調査した。 

調査の結果，地表面から水の浸入防止を考慮している高さの範囲に貫通

部は存在しなかった。 

（２）地表面以下の貫通部の調査結果 

   調査対象建物内へ外部から水が浸入する可能性のある箇所として，建物

の地下部へ接続するダクト等の有無を確認し，配管及びケーブル等の貫通

部を調査した。調査対象建物の地下部へ接続するダクトの配置図を添付資

料４に，抽出した貫通部，水の浸入を防ぐ措置及び水の浸入を防ぐ措置を

実施していない貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全

機能を有する機器・系統の有無をそれぞれ添付資料５の①，②及び③に示

す。 

なお，水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部について，当該箇所より

外側で水の浸入を防ぐ措置を実施しているものについては，添付資料５の



7 

別紙１にその状況を示す。 

今回の調査において，水の浸入を防ぐ措置をしていない工事中の貫通部

については，今後，水の浸入を防ぐ措置を実施する。 

   水の浸入を防ぐ措置をしておらず，調査対象建物内に水が浸入する可能

性がある貫通部の内訳を表２に示す。

表２ 島根原子力発電所２号炉貫通部（地表面以下） 

 原子炉 

建物 

タービン

建物 

廃棄物 

処理建物 
計 

水が浸入する可能性の 

ある貫通部 
0/40 0/113 0/6 0/159 

安全機能を有する機器・系

統に影響を及ぼす可能性

のある貫通部 

0/40 0/113 0/6 0/159 

５．３ 島根原子力発電所３号炉

島根原子力発電所３号炉については，新燃料を保管している原子炉建物の

燃料取替床の高さは EL35700mm であり，外部から水が浸入する可能性がない

ことを確認した。

６．まとめ

  島根原子力発電所１，２，３号炉について，外部からの水の浸入により安

全機能を有する機器・系統に影響を及ぼす可能性のある地表面上及び地表面

以下の貫通部の有無等を確認した結果，５．調査結果に示した通り安全機能

に影響を及ぼす可能性のある貫通部がないことを確認した。

以上
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調査対象範囲概要図（島根原子力発電所１，２，３号炉）

添付資料１

N 

＜島根原子力発電所３号炉＞

タービン建物

原子炉建物

制御室

建物

サービ

ス建物

廃棄物

処理建物

調査対象箇所（敷地レベル EL8500mm） 

原子炉建物

調査対象箇所（敷地レベル EL15000mm） 

補助消火ポンプ格納槽 第１ベントフィルタ格納槽

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

原子炉建物

タービン建物

廃棄物

処理建物

制御室建物

（１・２号炉共用）

廃棄物

処理建物

タービン建物

原子炉建物

N 

＜島根原子力発電所２号炉＞ ＜島根原子力発電所１号炉＞

（注）１号炉と２号炉は隣接設置（１号炉西側と２号炉東側が隣接）
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水の浸入により安全機能を有する機器・系統へ

影響を及ぼす可能性のある貫通部等の抽出フロー

No 

調査対象建物の外壁貫通部

（地表面上※・地表面以下）の抽出

当該貫通部に水の浸入を
防ぐ措置

をしていない

開口部下の壁面または
開口部が存在する区画の床面に安全機能を

有する機器・系統がある

床面上を伝播する可能性のある
区画の床面に安全機能を有する

機器・系統がある

被水による機能喪失を防ぐ
措置をしていない

●水の浸入により安全機能を有する機器・
系統へ影響を及ぼす可能性のある貫通部
として抽出

●水の浸入により影響を及ぼす可能性のあ
る安全機能を有する機器・系統の抽出

水の浸入により安全機能へ
影響がない貫通部

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

Yes 

当該貫通部より外側で
水の浸入を防ぐ
措置をしていない

Yes 

No 

添付資料２重要度の特に高い安全機能を有する機器・系統

を内包する建物等（調査対象建物）の抽出

※ 地表面上の調査範囲は，水の浸入

防止を考慮している範囲
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水の浸入防止を考慮している地表面からの高さ

（島根原子力発電所１号炉）

対象建物 
区画

No. 

地表面

高さ 

(mm) 

地表面に

対応する

床の有無 

床高さ

(mm) 

床厚さ

(mm) 

開口部

下端 

高さ※

(mm) 

浸入防止 

高さが

30cm 以上 

原子炉建物 

（1uR/B） 
① 15000 有 15300 500 ― ○ 

タービン建物 

（1uT/B） 

① 8500 有 8800 300 ― ○ 

② 8500 無 ― ― 8800 ○ 

③ 15000 無 ― ― 15900 ○ 

廃棄物処理建物 

(1uRw/B) 

① 15000 有 15300 1000 ― ○ 

② 15000 無 ― ― 無 ○ 

(注) 床厚さ，浸入防止高さ以外は全て EL（東京湾海面を基準とした高さ）表記

※ 地表面に対応する床がない場合に最も低い扉等の開口位置を調査

区画 No.概要図 

添付資料３
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水の浸入防止を考慮している地表面からの高さ

（島根原子力発電所２号炉）

対象建物 
区画

No. 

地表面 

高さ 

（mm） 

地表面に

対応する

床の有無 

床高さ

(mm) 

床厚さ

(mm) 

開口部

下端 

高さ※

(mm) 

浸入防止 

高さが

30cm 以上 

原子炉建物 

（2uR/B） 
① 15000 有 15300 400 ― ○ 

タービン建物 

（2uT/B） 

① 15000 無 ― ― 無 ○ 

② 8500 有 8800 1300 ― ○ 

③ 8500 無 ― ― 9100 ○ 

④ 8500 有 8800 600 ― ○ 

⑤ 8500 無 ― ― 無 ○ 

⑥ 8500 有 8900 700 ― ○ 

廃棄物処理建物 

（2uRw/B） 

① 15000 有 15300 500 ― ○ 

② 15000 無 ― ― 無 ○ 

(注) 床厚さ，浸入防止高さ以外は全て EL（東京湾海面を基準とした高さ）表記

※ 地表面に対応する床がない場合に最も低い扉等の開口位置を調査

区画 No.概要図 

添付資料３
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調査対象建物に接続するダクト配置図（１号炉）

添付資料４

原子炉建物
廃棄物

処理建物

タービン建物

制御室

建物

１－１：RSW 配管ダクト 

１－２：HS他配管ダクト 

１－３：排気筒～タービン建物 1Fダクト 

１－４：タービン建物～取水槽境界壁

１－５：タービン建物北側境界壁
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調査対象建物に接続するダクト配置図（２号炉）

添付資料４

２－８：RSW 配管ダクト 

制御室

建物

タービン建物

原子炉建物

廃棄物

処理建物

２－６：SGT 配管ダクト 

２－７：OFケーブルダクト 

２－３：取水 C/Cケーブルダクト 

２－５：１・２号機連絡配管ケーブルダクト 

２－１：タンク連絡配管ダクト

２－９：窒素ガス蒸発系配管ダクト

２－４：薬品系ダクト

２－２：タービン建物～取水槽境界壁

２－10：第１ベントフィルタ格納槽 

２－11：低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 

２－12：タービン建物 

北側境界壁
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26 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 １－１－32，33 

対象貫通部 配管貫通部：２箇所

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

RSW 配管ダクトは，ハッチから雨水が浸入しないよう，止水措置を実施して

いる。更に，当該貫通部には保温材と廃棄物処理建物外壁及び保温材の継ぎ目

（壁より１m程度）にシリコンを塗布しており，廃棄物処理建物に雨水は浸入

しない。 

【概要図等】

別紙１－１

１号炉 廃棄物処理建物RSW 配管ダクト 

対象貫通部

所内蒸気系配管

シリコン

貫通部断面図

１号炉 原子炉建物１号炉

廃棄物処理建物

RSW 配管ダクト 

保温材

止水措置範囲
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27 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 １－２－５，７ 

対象貫通部 配管貫通部：２箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

HS 他配管ダクトは，ハッチ隙間から雨水が浸入した場合を想定し，雨水を排

水する水抜口が設けてあり，雨水は高低差により放水路へ流れる構造となって

いる。更に，当該貫通部には保温材とタービン建物外壁，保温材の継ぎ目（壁

より１m程度）にシリコンを塗布しており，タービン建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

別紙１－２

約 0.5m 

EL15000mm 

１号炉 タービン建物

放水路へ
EL12150mm 

EL13450mm 

Ａ－Ａ断面 

１号炉 タービン建物

RSW 配管ダクト HS 他配管ダクト 

ハッチ

水抜口

１号炉 タービン建物HS 他配管ダクト 

保温材

所内蒸気系配管

シリコン

貫通部断面図

Ａ

対象貫通部

Ａ

止水措置範囲
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28 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 １－３－１ 

対象貫通部 大型開口：１箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

 排気筒～タービン建物１Ｆダクトは，ハッチから雨水が浸入しないよう，止

水措置を実施している。ダクトに接続する配管等の貫通部についても止水措置

を実施しているため，タービン建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

別紙１－３

排気筒

排気筒～タービン建物１Ｆダクト 

ハッチ

取水槽

１号炉 タービン建物

対象貫通部

止水措置範囲
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29 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 ２－１－５，23 

対象貫通部 
配管貫通部：１箇所 

大型開口：１箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

 タンク連絡配管ダクトへの入口は，階段により堰構造（高さ約 1.1m）とな

っており，ハッチは止水措置を実施している。ダクトに接続する配管等の貫

通部についても止水措置を実施しているため，原子炉建物に雨水は浸入しな

い。 

【概要図等】 

別紙１－４

入口扉 

入口扉 

配管ﾀﾞｸﾄ 

入口扉 

配管ﾀﾞｸﾄ 配管ﾀﾞｸﾄ 

2号炉 原子炉建物 

2 号炉 タービン建物 

対象貫通部 

トーラス水 

受入タンク 

補助復水 

貯蔵タンク 

復水貯蔵 

タンク 

2 号炉 

廃棄物 

処理建物 

止水措置範囲

ハッチ 

ハッチ 
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30 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 ２－３－１，２ 

対象貫通部 大型開口：２箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

 取水 C/C ケーブルダクトへの入口ハッチは，取水 C/C 室内に設置されてお

り，取水 C/C 室の床高さは地表面 EL8500mm に対して，EL8800mm（地表面から

約 0.3m）としている。取水槽（循環水ポンプエリア，海水ポンプエリア及び

除じん機エリア）と当該ダクト境界部に止水措置されていない貫通部はある

が，取水槽の天端は開放されており，雨水の流入を想定し，排水口(φ285mm，

φ77mm)及び海に繋がるゲート用の開口等が設置され，雨水を排水できる構造

となっている。更に貫通部下端は取水槽床面から約１m以上高所にあることか

ら，タービン建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

別紙１－５

除じん機エリア 

EL4000mm 

海水ポンプエリア 

EL1100mm 

循環水ポンプエリア 

EL1100mm 

２号炉 タービン建物

取水C/C 室 

EL8800mm 

屋外 

EL8500mm 

対象貫通部

貫通部が存在する壁 

（取水槽床面から１m以上高所） 

取水槽 

止水措置範囲

排水口（φ77mm） 

排水口（φ285mm） 

ゲート用の開口 

除じん機排水ピット 
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31 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 ２－６－16，29～32，39 

対象貫通部 
電線管貫通部：５箇所 

扉：１箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

SGT 配管ダクトは，地表面にハッチ等の開口部は存在しない。ダクトに接続

する配管等の貫通部についても止水措置を実施しているため，タービン建物

に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

別紙１－６

対象貫通部

２号炉 タービン建物SGT 配管ダクト 

止水措置範囲

排気筒

ダクト上（アスファルト）

ダクト上（コンクリート）
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32 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 ２－７－４，６ 

対象貫通部 電線管貫通部：２箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

OF ケーブルダクトへの入口ハッチは，開閉所建物内に設置されており，開

閉所建物の床高さは地表面 EL44000mm に対し，EL44500mm（地表面から約 0.5m）

としている。また，給気口は地表面 EL8500mm に対し，EL8800mm に設置してお

り，開口部は更に約 0.2m 上部にあるため，タービン建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

別紙１－７

OF ケーブルダクト内貫通部 

（２－７－６）※

入口ハッチ

約３ m 

対象貫通部

OF ケーブルダクト内貫通部 

（２－７－４）※

※ 工事中であり，今後，水の浸入を防ぐ措置を実施する。 
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33 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について

管理番号 ２－８－10～12 

対象貫通部 
扉：１箇所 

電線管貫通部：２箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

RSW 配管ダクトには，上部にハッチはあるが，地表面はアスファルトで覆わ

れており，開口部は存在しない。ダクトに接続する配管等の貫通部について

も止水措置を実施しているため，タービン建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

別紙１－８

対象貫通部

ハッチ（アスファルト）

２号炉 タービン建物

ダクト上（アスファルト）

RSW 配管ダクト 

放水槽

排気筒

止水措置範囲
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34 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について 

管理番号 ２－９－５，６ 

対象貫通部 電線管貫通部：２箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

窒素ガス蒸発系配管ダクトは，ハッチから雨水が浸入しないよう，止水措

置を実施しているため，廃棄物処理建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

２号炉

廃棄物処理建物

１号炉

廃棄物処理建物 １号炉

原子炉建物

窒素ガス

蒸発装置

窒素ガス蒸発系配管ダクト対象貫通部

止水措置範囲

別紙１－９
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35 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について 

管理番号 ２－10－１～７ 

対象貫通部 
配管貫通部：４箇所 

ケーブルトレイ貫通部：３箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

第１ベントフィルタ格納槽に通じる貫通部の最下端は入口扉であり，入口

扉は，地表面 EL15000mm に対し，EL15300mm（地表面から約 0.3m）としている。

また，ハッチは雨水が浸入しないよう，止水措置を実施しているため，原子

炉建物に雨水は浸入しない。 

【概要図等】 

入口扉
ハッチ

対象貫通部※

２号炉 原子炉建物 

第１ﾍﾞﾝﾄﾌｨﾙﾀ

格納槽
低圧原子炉代替注水

ポンプ格納槽

止水措置範囲

別紙１－10

※ 工事中であり，今後，水の浸入を防ぐ措置を実施する。 
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36 

貫通部の外側で水の浸入を防ぐ措置について 

管理番号 ２－11－１～３，10 

対象貫通部 

配管貫通部：１箇所 

電線管貫通部：１箇所 

ケーブルトレイ貫通部：２箇所 

【水の浸入を防ぐ措置の概要】 

低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽の入口扉下端は，地表面 EL15000mm に対

し，EL15200mm（地表面から約 0.2ｍ）としている。また，ハッチは雨水が浸

入しないよう，止水措置を実施しているため，原子炉建物に雨水は浸入しな

い。 

【概要図等】 

２号炉 原子炉建物

入口扉
対象貫通部※

ハッチ

第１ﾍﾞﾝﾄﾌｨﾙﾀ

格納槽

低圧原子炉代替注水

ポンプ格納槽

入口扉

止水措置範囲

別紙１－11

※ 工事中であり，今後，水の浸入を防ぐ措置を実施する。 



37

建物貫通部の止水措置について 

参
考
資
料

・ケーブルトレイ貫通部水密化

・電線管貫通部水密化

・配管貫通部水密化（モルタル）

・配管貫通部水密化（シリコン）

・配管貫通部水密化（ラバーブーツ）

【貫通部写真】 

【貫通部写真】 

【貫通部写真】 

【貫通部写真】 

【貫通部写真】 

（建物外側） （建物内側） 

（建物内側） （建物外側） 

（建物内側） （建物外側） 

（建物内側） （建物外側） 

（建物内側） （建物外側） 

施工範囲 


